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海外進出する日系企業の増加に伴い、海外の人と対等に渡り合えるグローバル人材を確保しようと、

外国人留学生の採用に積極的な企業が増えてきている。ディスコではキャリタス就活 2017 に会員登録し

ている外国人留学生を対象に、職業観や就職活動状況などを調査した。比較可能なものに関しては、国

内学生や海外の大学で学ぶ日本人留学生の調査データを引用しながら分析する。 

 

【主な調査内容】 
 

１．現在の日本語力                       ・・・・・Ｐ２ 

２．就職後のキャリアプランと出世希望ランク           ・・・・・Ｐ３ 

３．就職したい企業の種類                    ・・・・・Ｐ３ 

４．卒業後の最初の就職希望地と海外拠点への赴任意向       ・・・・・Ｐ４ 

５．就職したい企業の規模                    ・・・・・Ｐ５ 

６．就職活動当初の志望業界                   ・・・・・Ｐ５ 

７．就職先企業を選ぶ際に重視する点               ・・・・・Ｐ６ 

８．就職活動量と内定状況                    ・・・・・Ｐ７ 

９．選考時期変更の認知状況                   ・・・・・Ｐ７ 

10．就職活動の情報源                      ・・・・・Ｐ８ 

11．企業研究をする上で必要な情報ともっと発信してほしい情報   ・・・・・Ｐ９ 

12．日本の就職活動でおかしいと思った制度や習慣         ・・・・・Ｐ10 

13．日本への留学について                    ・・・・・Ｐ11 

参考データ（日本で就職する際に不安に感じること・日本企業のイメージ） 
 
 

《調査概要》  
 調 査 対 象       ： 2017 年 3 月卒業予定の外国人留学生（現在、大学 4年生・大学院修士課程 2年生） 

 調 査 方 法       ： インターネット調査法 

 調 査 期 間       ： 2016 年 6 月 29 日～7月 19 日 

サンプリング ： キャリタス就活 2017 に登録している外国人留学生 3,531 人 
 

 回答者の属性  

 

 

 

 

 

 
 
※国内学生の調査結果は「キャリタス就活 2017 学生モニター調査」（2016 年 1 月～4月、7月調査）より 

※日本人留学生の調査結果は「海外留学生の就職活動に関する調査結果」（2016 年 4 月発行）より 

 

 

外国人留学生の就職活動状況 

 

2017 年度 調査結果 （2016 年 8 月発行） 

単位：人 

◆本資料に関するお問い合わせ先 ： 03-4316-5505／株式会社ディスコ キャリタスリサーチ 

男　子 女　子 合　計

文　系 74 148 222

理　系 49 25 74

合　計 123 173 296

大学院 163

学 　部 133

合　 計 296

国公立 126

私 　立 170

合　 計 296

中国 韓国 台湾 東南アジア 南アジア 東欧 アフリカ 北米 中南米 その他 不明 合　計

190 45 24 18 4 0 0 3 2 5 5 296

●出身国・地域
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１．現在の日本語力 

はじめに、現在の日本語力について尋ねた。「ネイティブレベル」（23.3％）と「ビジネスレベ

ル」（58.8％）を合わせると、ビジネスレベル以上の日本語を話せる外国人留学生は 8割を超える

（82.1％）。ＪＬＰＴ（日本語能力試験）のレベルについては、最高レベルである「Ｎ１」を保有

している人は 8 割弱（76.7％）。他方、「持っていない」人は 1 割強（11.5％）であった。企業が

求める日本語コミュニケーションレベルやＪＬＰＴの入社基準に達している外国人留学生は多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■JLPT（日本語能力試験）とは？ 
日本語を母国語としない人の日本語能力を測定し認定する試験。 
【N1】幅広い場面で使われる日本語を理解することができる。 
【N2】日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解する 

ことができる。 
【N3】日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができる。 
【N4】基本的な日本語を理解することができる。 
【N5】基本的な日本語をある程度理解することができる。 

6.7

12.0

29.3

32.9

36.0

31.0

13.4

12.7

13.4

10.8

1.2

0.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

理系

文系

企業が外国人留学生の内定時に求める日本語コミュニケーションレベル

ネイティブ相当 ビジネス上級レベル ビジネス中級レベル ビジネス初級レベル 日常会話レベル ほとんど求めない

※参考データ

23.3 58.8 17.6 0.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2017年卒者

現在の日本語力

ネイティブレベル ビジネスレベル 日常会話レベル ほとんど会話できない

76.7 10.5
0.7

0.0
0.7 11.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2017年卒者

保有ＪＬＰＴ（日本語能力試験）レベル

Ｎ１ Ｎ２ Ｎ３ Ｎ４ Ｎ５ 持っていない

17.6 11.7
1.6

0.0
0.5 68.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

企業

調査

外国人留学生採用時のJLPTの入社基準

Ｎ１ Ｎ２ Ｎ３ Ｎ４ Ｎ５ JLPTの基準は設けていない

※参考データ
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２．就職後のキャリアプランと出世希望ランク 

 就職後のキャリアプランについては、「一つの会社にこだわらず、転職などでキャリア・アップ

をしたい」が最も多く（48.6％）、「一つの会社に定年まで勤めたい」（28.7％）を上回った。国内

学生と比べて、転職でのキャリア・アップや独立・起業志向の学生の割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いて出世希望ランクを尋ねたところ、「社長」と回答した人は 2 割を超え（20.3％）、国内学

生や日本人留学生と比べると、より上位の役職を目指している人が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．就職したい企業の種類 

 「日系企業」に就職を希望している外国人留学生は 6割を超え（62.5％）、日本人留学生の 56.9％

を上回る結果となった。一方で、アメリカ、ヨーロッパ系企業への関心度は日本人留学生よりも

低いことがわかる。 

 

 

 

 

13.3

49.4

28.7

64.0

33.1

48.6

16.8

6.3

16.6

5.8

10.7

5.4

0.2

0.5

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日本人留学生

国内学生

外国人留学生

就職後のキャリアプラン

一つの会社に定年まで勤めたい 一つの会社にこだわらず、転職などでキャリア・アップをしたい

ある程度会社勤めをしたら、いずれは独立・起業したい ある程度会社勤めをしたら、いずれは家庭に入りたい

28.0

0.8

9.3

31.1

43.3

56.9

29.7

0.3

9.8

24.0

26.7

62.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

こだわらない

その他

日本を除くアジア系企業

ヨーロッパ系企業

アメリカ系企業

日系企業

就職したい企業

外国人留学生

日本人留学生

（％）

17.4

11.5

20.3

21.1

22.0

16.9

9.9

15.0

17.6

2.1

5.1

2.4

4.3

8.8

4.1

45.1

37.6

38.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日本人留学生

国内学生

外国人留学生

出世希望ランク

社長 役員 部長 課長 出世したいと思わない 特に考えていない
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４．卒業後の最初の就職希望地と海外拠点への赴任意向 

 最初の就職希望地は、「日本で就職したい」と回答した外国人留学生が 8割を超えた（84.1％）。

多くの人がまず日本で働きたいと考えているようだ。 

そして、「日本で就職したい」と回答した人に、さらに日本で就職後にその企業の海外拠点で働

きたいか（赴任意向）を尋ねたところ、「海外拠点で働きたい」と回答した人が圧倒的に多く

（70.7％）、逆に「海外拠点で働きたくない」と回答した人はごく少数に留まった（5.6％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「日本で就職したい」と回答した人のうち、さらに「海外拠点で働きたい」と回答した人に、

入社してから何年後に海外拠点で働きたいかを尋ねたところ、「3 年以内」と「5 年以内」がどち

らも 3割強で（33.0％、32.4％）、入社後早い段階から赴任したいと考えている人が多いことがわ

かる。一方で、「10年以内」と回答した人も 2割近く（19.9％）、ある程度長期的に日本にいたい

と考える外国人留学生も少なくないようだ。 

 また、就職先企業を選ぶ際に、海外拠点への勤務の有無が影響するかについては、「大きく影響

する」が 46.6％、「少しは影響する」が 36.9％だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本で

就職

したい

84.1%

母国で

就職

したい

3.4%

日本・

母国以外

で就職

したい

3.4%

決めて

いない

9.1%

最初の就職希望地

海外拠点

で働き

たい

70.7%

海外拠点

で働きたく

ない

5.6%

特に

考えて

いない

23.7%

海外拠点への赴任意向

※対象：「日本で就職したい」と回答した学生

3年以内

33.0%

5年以内

32.4%

10年以内

19.9%

15年以内

0.6%

それ以上

0.6% 期間は

決めて

いない

13.6%

海外拠点で働きたい入社後年数

※対象：「日本で就職したい」と回答した学生のうち、

さらに「海外拠点で働きたい」と回答した学生

大きく

影響する

46.6%少しは

影響する

36.9%

影響

しない

16.5%

企業選びにおける

海外拠点勤務の有無の影響度

※対象：「日本で就職したい」と回答した学生のうち、

さらに「海外拠点で働きたい」と回答した学生
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５．就職したい企業の規模 

就職したい企業規模については、「業界トップ企業」（32.1％）と「大手企業」（33.4％）の割合

を合計すると 65.5％となり、いわゆる「大企業」を希望する人は 6割を超える。国内学生（3月調

査）よりも大手志向の強さが顕著に表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．就職活動当初の志望業界 

 就職活動を開始した当初の志望業界を、40 業界の中から 5 つまで選んでもらった。文系では 1

位が「商社（総合）」（45.3％）、2位が「商社（専門）」（26.6％）と、商社が上位を占める。また、

商社に次いで「ホテル・旅行」（24.3％）が 3位に入り、グローバルに活躍できる業務に携われそ

うな業界に人気が集まった。一方理系では、「情報処理・ソフトウエア・ゲームソフト」や「情報・

インターネットサービス」といった IT業界の順位が高い。 

なお、文系においては、国内学生ではそれぞれ 19位と 14位であった IT業界が 7位と 8位に入

ったり、理系においては国内学生で 1 位、2 位である「素材・化学」と「医薬品・医療関連・化

粧品」が 8位、9位であったりと、外国人留学生と国内学生では志望業界に違いが見られた。 

 

 

 

18.8

32.1

33.1

33.4

10.3

14.5

37.8

19.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

国内学生

外国人留学生

就職したい企業の規模

業界トップ企業 大手企業(従業員1,000人以上) 中堅中小企業 規模にこだわらない

※40業界の中から５つまで選択　 （％）

1 商社（総合） 45.3 銀行 31.0
情報処理・ソフトウエ

ア・ゲームソフト
29.2 素材・化学 28.3

2 商社（専門） 26.6 マスコミ 19.7
情報・インター

ネットサービス
26.4

医薬品・医療関

連・化粧品
27.9

3 ホテル・旅行 24.3 運輸・倉庫 17.9 電子・電機 23.6 水産・食品 24.7

4
調査・コンサルタ

ント
21.5 商社（総合） 17.6

建設・住宅・不動

産
22.2 電子・電機 19.5

5 銀行 19.6 水産・食品 16.9
自動車・輸送用機

器
20.8

情報処理・ソフトウエ

ア・ゲームソフト
18.8

6
証券・投信・投資

顧問
16.8 保険 16.6 商社（総合） 19.4

情報・インター

ネットサービス
16.8

7
情報処理・ソフトウエ

ア・ゲームソフト
16.4 商社（専門） 14.5

調査・コンサルタ

ント
19.4 エネルギー 16.6

8
情報・インター

ネットサービス
14.0

建設・住宅・不動

産
14.2 素材・化学 16.7 官公庁・団体 15.6

9
自動車・輸送用機

器
12.6

調査・コンサルタ

ント
13.5

医薬品・医療関

連・化粧品
13.9

精密機器・医療用

機器
15.2

マスコミ 12.1 ホテル・旅行 12.9
精密機器・医療用

機器
13.9

自動車・輸送用機

器
13.4

医薬品・医療関

連・化粧品
12.1

10

文　系 理　系

国内学生外国人留学生 外国人留学生 国内学生

就職活動当初の志望業界（上位10業界）
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７．就職先企業を選ぶ際に重視する点 

 外国人留学生が就職先を選ぶ際に重視する点は、「将来性がある」が群を抜いて多く（53.4％）、

次いで「給与・待遇が良い」（27.7％）、「職場の雰囲気が良い」（27.4％）、「教育・研修制度が充

実している」（26.0％）が続いた。 

 「将来性がある」や「職場の雰囲気が良い」、「仕事内容が魅力的」といった国内学生が重要視

している項目は、外国人留学生でも上位に入り、選社基準に共通点が見られる。しかし、「社会貢

献度が高い」については、国内学生では 32.9％（3位）であるのに対し、外国人留学生では 17.2％

（10位）で 15ポイント以上低く、差が大きい項目も見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－

11.6

11.4

22.6

16.1

21.9

18.6

20.7

11.0

17.6

26.3

14.1

29.8

37.9

34.4

－

16.6

16.9

9.7

4.0

32.9

17.0

16.5

21.4

28.6

30.6

14.3

34.3

26.9

44.7

11.5

12.5

14.9

16.6

17.2

17.2

19.3

19.6

21.6

23.6

24.3

26.0

27.4

27.7

53.4

0.0 20.0 40.0 60.0

日本・母国以外で働ける

業績・財務状況が良い

業界順位が高い

高いスキルが身に付く

差別がない(男女・学歴・民族・宗教など)

社会貢献度が高い

大企業である

有名企業である

希望の勤務地で働ける

福利厚生が充実している

仕事内容が魅力的

教育・研修制度が充実している

職場の雰囲気が良い

給与・待遇が良い

将来性がある

就職先企業を選ぶ際に重視する点（上位15位まで）

外国人留学生

国内学生

日本人留学生

（％）
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８．就職活動量と内定状況 

 調査時点（7月）での企業へのエントリー社数は、一人あたり平均で 28.2 社と、国内学生（45.8

社）の 6割程度の水準であった。セミナー参加を見ると、合同開催セミナーでの訪問社数は 11.8

社で、国内学生（12.9 社）とほぼ同数だが、企業単独開催セミナーと学内開催セミナーは、それ

ぞれ国内学生の 7割、5割程度にとどまる。国内学生の就職活動量とは差が開いている。 

 また内定率は、国内学生は同じ時点で約 8割（79.8％）だが、外国人留学生は 3割台（36.5％）

で、国内学生と比べて就職活動の進捗が遅れている様子が表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．選考時期変更の認知状況 

 今年の就職活動において選考解禁が 2か月早まったことについては、「詳しく知っている」と回

答した外国人留学生は 4 割程度（40.9％）。一方で、「ある程度知っている（変更されたことは知

っていたが、時期までは知らなかった）」が 4割強（44.6％）、「知らなかった」が 1割強（14.5％）

と、選考解禁時期を正しく認識していなかった人は約 6 割（59.1％）に上る。これが、外国人留

学生の就職活動の進捗が遅れている要因の一つとも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エントリー社数

セミナー参加社数

内定状況／内定社数

（社）

全体 文系 理系 【国内学生】

エントリー社数 28.2 30.0 22.9 45.8

（社）

全体 文系 理系 【国内学生】

企業単独開催セミナーの社数 12.3 12.5 11.7 17.8

合同開催セミナーでの訪問社数 11.8 12.2 10.5 12.9

学内開催セミナーでの訪問社数 5.6 5.7 5.5 10.9

合計 29.7 30.4 27.8 41.6

（％・社）

全体 文系 理系 【国内学生】

内定あり 36.5 36.9 35.1 79.8

内定なし 63.5 63.1 64.9 20.2

内定社数／平均（社） 1.7 1.6 1.8 2.2

40.9 44.6 14.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

外国人留学生

就職活動のスケジュール変更の認知状況

詳しく知っている ある程度知っている 知らなかった

（変更されたことは知っていたが、

時期までは知らなかった）
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10．就職活動の情報源 

 外国人留学生が活用している就職活動の情報源について、最も使用頻度が高いものを選んでも

らったところ、1 番多かったのは「企業ホームページ」で 4 人に 1 人が選択（25.7％）。2 番目の

「日本国内学生向け就職サイト」（16.6％）は、「留学生向け就職サイト」（13.9％）を上回り、国

内学生向けの情報源も並行して活用していることがわかる。 

また、大学のキャリアセンターは、65.5％の外国人学生が利用していると回答しており、利用

方法については、「就職ガイダンスに参加」と「エントリーシートの添削」がそれぞれ 4 割強

（43.8％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｓ 

 

 大学や公的機関で受けたいサービスについて尋ねたところ、「留学生採用に積極的な企業情報の

提供」（67.6％）、「先輩留学生からの就職アドバイス」（49.7％）、「留学生が気軽に相談できる窓

口」（37.2％）の順に多かった。外国人留学生の就職活動に特化した情報や相談できる人・窓口を

求めていることがわかる。 

 

 

 

 

15.5

17.9

22.6

22.6

30.4

30.4

37.2

49.7

67.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

企業見学の機会提供

就職試験の実践的トレーニング

日本での就職活動の基礎知識の説明

ビジネス日本語会話プログラム

日系企業でのインターンシップの紹介

企業人による就職アドバイス

留学生が気軽に相談できる窓口

先輩留学生からの就職アドバイス

留学生採用に積極的な企業情報の提供

大学や公的機関で受けたいサービス
（％）

3.0

3.4

3.4

4.1

4.1

7.1

9.1

13.9

16.6

25.7

0.0 10.0 20.0 30.0

インターンシップ

日本国内学生向け就職イベント

WEBセミナー

大学のキャリアセンターの情報

企業パンフレット

企業セミナー

留学生向けの就職イベント

留学生向け就職サイト

日本国内学生向け就職サイト

企業ホームページ

最も使う就職活動の情報源
（上位10位まで）

（％）（％）

2.6

10.3

11.9

25.3

35.6

36.1

39.2

43.8

43.8

0.0 20.0 40.0 60.0

その他

卒業生のリストを見る

卒業生の就職体験記を見る

模擬面接

求人票を見る

学内企業セミナーに参加

進路相談

エントリーシートの添削

就職ガイダンスに参加

キャリアセンターの利用方法

（％）
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11．企業研究をする上で必要な情報ともっと発信してほしい情報 

 外国人留学生に「企業研究をする上で必要な情報」と「企業にもっと発信してほしい情報」に

ついて尋ねた。 

 「企業研究をする上で知りたい情報」は、トップが「採用スケジュール」で、8割以上（80.4％）

が選んだ。2 番目は「採用方法やプロセス」（72.0％）、3 番目は「採用予定人数」（71.6％）と、

採用情報に関する項目が上位を占める。 

一方「企業にもっと発信してほしい情報」については、「外国人留学生の採用実績」が 6割を超

えて最も多く（61.5％）、「同じ出身国の社員の採用実績」（53.0％）、「同じ出身国の社員の現在の

在籍者数」が（52.7％）続いた。外国人、特に母国社員の採用にまつわる情報の一層の開示を、

企業に求めていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.0

39.9

38.2

40.5

52.7

36.8

53.0

34.5

32.8

30.4

33.4

27.0

33.1

28.0

36.1

20.3

30.7

28.4

22.6

40.2

61.5

26.0

29.7

29.1

24.3

1.4

40.5

41.6

42.6

44.6

44.6

45.9

47.0

48.6

49.7

50.7

51.4

51.7

53.4

53.7

58.4

60.5

61.8

61.8

62.8

62.8

67.6

71.6

72.0

80.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

その他

忙しさ

母国以外に海外の現地法人があるか

母国に現地法人があるか

同じ出身国の社員の現在の在籍者数

企業の弱点

同じ出身国の社員の採用実績

女性の活躍度

人事評価制度

企業に対する客観的評価

転勤・異動状況

業界内での位置付け

離職率

キャリアパス

社内の雰囲気

経営者の考え・ビジョン

給与体系

福利厚生

教育・研修制度

実際の仕事内容

外国人留学生の採用実績

求める人材像

採用予定人数

採用方法やプロセス

採用スケジュール

企業研究での情報

必要な情報

企業にもっと発信してほしい情報

（％）
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12．日本の就職活動でおかしいと思った制度や習慣 

 外国人留学生が、日本で就職活動をする際におかしいと思った制度や習慣を尋ねてみた。 

「服装（リクルートスーツ）」が最も多く（38.9％）、2番目は僅差で「就職活動の時期」（38.5％）

であった。3番目には「新卒一括採用」（33.1％）が続き、日本特有の服装や、就職活動の時期が

決まっていることに違和感を覚えた人が多かったようだ。なお、「就職活動の時期」を選んだ学生

からは、卒業前に就職活動をするため、時間の確保や学業との両立に苦労したというコメントが

多く寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○リクルートスーツを要求されるところがまだ多いが、普段出社することをイメージして、服装を選ばせてもら

いたい。                                       ＜中国出身＞ 

○一斉にスタートして同じスーツ、かばん、靴でするのはおかしいと思った。         ＜韓国出身＞ 

○せっかく日本に留学しに来ました。就職活動のために、4 年生の前期はなかなか授業を受けられないです。残

念だと思います。                                   ＜中国出身＞ 

○新卒一括採用の制度で、勉強に集中できませんし、自分のペースで就活できません。     ＜台湾出身＞ 

○実際の入社時期よりも一年も早く就職活動をしないといけないことに対して疑問を感じています。一年間って

人が変わりますから、こんなに早く決めておいていいのかと思いました。          ＜台湾出身＞ 

○外国人である私にとっては、筆記試験が非常に難しいです。筆記試験だけで人の能力や性格を的確に評価でき

ないと思います。                                 ＜ベトナム出身＞ 

○手書きエントリーシートと SPI など、職種に関係ない試験の意味がわかりません。      ＜香港出身＞ 

○インターンシップが時間的に短いのではないか。ただの企業説明会だと感じている。     ＜中国出身＞ 

○企業毎にマイページをもち、それに私の現況に合わせた情報やメッセージが届くことが面白かったです。 

                                            ＜韓国出身＞ 

3.9

3.5

5.1

8.6

9.3

19.1

20.6

21.8

26.1

31.9

33.1

38.5

38.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

その他

就職情報サイト

学校推薦制度

インターンシップ

企業の採用サイトのマイページ

面接試験

合同企業説明会

ＯＢ・ＯＧ訪問

エントリーシート

筆記試験

新卒一括採用

就職活動の時期

服装（リクルートスーツ）

日本の就職活動について、おかしいと思った制度や習慣
（％）
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13．日本への留学について 

「大変良かった」（47.0％）と「良かった」（41.6％）を合わせた 9 割近く（88.6％）の人が、

日本への留学に「良かった」との感想を持っていることがわかった。 

また、「日本に留学をした理由」について尋ねたところ、「日本の文化に興味があったから」が圧倒

的に多く（63.5％）、「将来日本で働きたいと思っていたから」（34.1％）、「学びたい専門分野が日本

にあったから」（31.8％）、「日本の経済・企業に興味があったから」（28.7％）が続く。日本への留学

に際し、学生として学ぶだけでなく、その後日本で働くことも見据えて留学する人も少なくないよう

だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.0 41.6 8.8
1.4

1.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

外国人留学生

留学をした感想

大変良かった 良かった どちらともいえない 良くなかった まったく良くなかった

1.4

9.8

11.1

12.8

16.9

18.6

19.3

20.6

20.9

22.3

28.7

31.8

34.1

63.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他

知人、家族など人にすすめられたから

学びたい学校が日本にあったから

留学中にアルバイトができるから

母国での就職に有利になると思ったから

奨学金があったから

母国と日本の経済関係が強くなると感じたから

留学先として安心だったから

（治安、馴染みがある等）

留学費用が安かったから

母国から近いから

日本の経済・企業に興味があったから

学びたい専門分野が日本にあったから

将来日本で働きたいと思っていたから

日本の文化に興味があったから

日本に留学をした理由

（％）
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28.1
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35.3
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多様性の高い組織

優秀な社員が多い
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休暇が多い

年功序列の人間関係

年功序列の賃金制度

終身雇用

経営が安定している

集団主義的な企業文化

昇進の機会が多い

社員研修が充実している

福利厚生が整っている

高い日本語力が求められる

給料が高い

短時間労働

日本企業に対して抱いているイメージ

Ａに近い どちらともいえない Ｂに近い

長時間労働

Ａ Ｂ

給料が低い

日本語力はあまり求め

られない

福利厚生が整っていない

社員研修が充実していない

昇進の機会が少ない

個人主義的な企業文化

経営が不安定

流動的な雇用

能力・成果による賃金制度

フラットな人間関係

休暇が少ない

技術力が低い

優秀な社員が少ない

多様性の低い組織


